


茅ヶ崎南地区はラチエン通りから茅ヶ崎駅南口を通り、サザン
ビーチへと繋がる広い地域です。茅ヶ崎市の都市マスタープラン
では３つの地域に分かれ、それぞれの地域の将来像は異なってい
ます。こうした地域特性の中で、住民同士の繋がりや絆を深め地
域の一体化を図るため、本年度より「あいさつの街づくり」を進
めています。災害発生時に共助を図るためにも、住民同士の絆は
不可欠です。
本年度は、あいさつ運動への取り組みが開始されたことを周知

するため、「啓発ポスター」「のぼり旗」「ミニのぼり旗」など
を作成しました。
高砂コミュニ
ティ・センター、
駅周辺の商店やかかり付けのお医者さんなどに設置していただ
き、「あいさつ運動」の周知を図っています。
また、茅ヶ崎小学校の生徒さんには、筆箱に貼

る「あいさつシール」を850枚配布しました。さ
らに、運動会や防災訓練、市民のつどいやコミセ
ンまつりなどの、まちぢから協議会の事業の機会
をとらえ、PRに努めています。

私達子ども部会は、平成28年夏休みにスタートした「ふくろう
塾」と同年秋から始まった「おむすび松林」⇒現在は「かんがるぅ
のぽっけ」という地域の居場所づくりを中心とした活動をしています。
　間もなく９年目を迎える活動ですが、コロナ禍に於いては多世代
交流の場であった「おむすび松林」の開催が困難となり、対象を子
育て世代にした「かんがるぅのぽっけ」として再スタート。現在も
継続しています。今では生まれたばかりの弟妹が一緒に参加する
ファミリーもいます。笑顔が溢れる居場所です。　「ふくろう塾」
は中学生の居場所として松林公民館で月２回開催しています。　

“塾”とついています
が、夕食をみんなで
食べて自習をしたり自由に過ごせる居場所です。夕食作りから参加で
きるので、料理に興味がある生徒はエプロン持参で参加してくれます。
　食材となる野菜を公民館や支援してくださる方
の畑をお借りして栽培し、生徒と収穫を楽しむこ
とも。　このような居場所づくり事業は、他地区
でも様々な形で実施されています。大人にも子ど
もにも居場所はいくつあっても良いと思います。
私達子ども部会の２つの居場所も、皆さんにとっ
ていつまでも温かな場所であり続けます。

　２０２４年度から新しく「はまかんこどものいえまつり」
が加わり、浜須賀地区四大まつりが勢揃いしました。神社の
ない浜須賀地区ですが､ラチエン通りの東側に海岸から国道１
号線を超えて菱沼に連なる[神輿道]が通っています。ここが
浜降祭の御神輿の通り道だったんでしょうか?　
そうした昔話に思いを寄せて､　➀７月27日㈯16時～「納涼祭」
➁8月29日㈭13時30分～「はまかんこどものいえまつり」　
➂10月６日㈰9時～「自治会対抗体育祭」　➃10月19日㈯～
20㈰「浜須賀会館まつり」を開催しました。
　平成25年３月､浜須賀地区まちのちから協議会が設立され
ましたが､同時に「すこやか赤ちゃんサポート事業」が立ち上

がり､現在も子育ての場として毎月一回開催しています。
これに地区社協主催の「敬老のつどい」
「ふれあい昼食会」などなどもあり､お年寄
りから赤ちゃんまでの地区イベントが盛ん
に開催されています。
2025年度も楽しい企画が盛り沢山です。

　「海岸地区盆踊り」を2024年8月18日(日)に東海岸小学校の校庭で開催
いたしました。
連日の猛暑日が続く中、前日準備、当日準備、開催翌日片付けなど、150人
を超す実行委員の皆さんの尽力よって、大盛況のうちに開催することが出
来ました。
　夕方6時から、菱沼祭囃子保存会による寄せ太鼓で始まり、2,000人近い
大勢の方が来場され、21時の終了まで、やぐらの太鼓に合わせて、炭坑節、

東京音頭、茅ヶ崎ふるさと音頭、神奈川音頭
など、楽しく踊りました。
各自治会や、東小推進協、茅小推進協、民児
協等の「海岸まちぢから」の各団体は、焼き
そば、ポップコーン、フランクフルト、かき氷、
焼き鳥、飲み物の模擬店を出店しました。
また今回は海岸地区のプレンティーズさん、
魚卓さん、グルメリアさん、K.OHANAさん
に出店していただき、休憩時間には、プレンティーズさんのアイスキャンデーを、
子ども達はじめ参加者に無料で配布し大変よろこんでいただきました。

　海岸地区には神社仏閣が無いため、まちぢから協議会による
「盆踊り」が、地域あげてのイベントになります。今後とも、
「盆踊り」をより充実させ、茅ケ崎一番の
盆踊りをめざして頑張ってまいります。
　開催に当たっての資金面では多くの商店、
事業所、個人の方々に、賛助金のご協力を
いただきました。心より感謝申しあげます。


